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文字保存機能付き透明文字盤システム
透明文字盤を利用したコミュニケーションの読み取り者の作業負担を軽減する
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透明文字盤を利用したコミュニケーショ
ンにおいて、読み取った文字を記憶し
たりメモ書きをすることが困難な場合が
あります。そのような場合でもディジタ
ルペンを利用して指差しした位置を検
出し、読み取った文字の保存が可能に
なります。

なんのための研究？

ディジタルペンを利用するとペン先の2
次元平面における位置を検出すること
ができるので、透明文字盤上に予め配
置し指差しした文字を特定できます。透
明文字盤で見つめられた視線を読み取
りつつ、その文字を保存していくことがで
きます。

研究のポイントは？

普段使っている透明文字盤にアタッチメ
ントを取り付け、文字の配列と余白を指
定すればどの文字盤でも利用できます。
読み取った文字は専用アプリケーション
に保存することもできますし、Wordに転
送して再変換機能を使うことで漢字混じ
り文にすることができます。

実用化に向けて

・視線の読み取りに気を取られるあまり
読み取った文字を忘れる・・・

・読み取った文字を記憶することができ
ない・・・

・メモ書きしていると、会話が途切れて
しまう・・・


